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論文内容の要旨

等比組成近傍の B2 型 (αl 相) FeRh 合金に常温近傍で生じる磁気相転移と応力誘起相転移について，電気抵抗

測定， XRD, TEM 観察の三つの手段を用いた実験的研究を行った。

この合金に生じる反強磁性-強磁性磁気相転移は，合金の熱処理によってその挙動を大きく変化させることが知ら

れている。この原因を明らかにするため， Fe-50.5at. %Rh 合金に様々に条件を変えて熱処理を加え，磁気相転移

の挙動の変化を電気抵抗測定を用れて観測し， また同様の熱処理を加えた試料の内部組織の変化を TEM で観察した。

その結果， -_ê. 1370K の高温から急冷した試料に対して 1000K 付近の熱処理を加えると，磁気相転移温度が上昇す

ることが見出された。また， TEM 観察により，同様の熱処理を加えた試料中の α1 相が αl 相と Rh 高濃度の γ 相

に相分離することを見出し，熱処理による磁気相転移温度の上昇の原因がこの相分離に伴う αI 相の Rh 濃度の減少

にあることを明らかにした。これらの結果と XRD の結果を合わせて，従来の Fe-Rh 系の状態図の等比組成近傍は

不正確であることを指摘し，修正した状態図を提示した。

また，同じ Fe-50.5at. %Rh 合金を高温から急冷した後，段階的に圧延率を変えながら冷間圧延を施し，生じる

応力誘起相転移を調べた。 XRD では，従来からの報告にあるように弱加工では L 1 0 構造の，強加工では不規則

fcc 構造 (r 相)の応力誘起相の出現が見いだされた。 TEM 観察から，これらの応力誘起相は母相である α1 相から

それぞれ独立に生成することを明らかにした。一方， XRD からは母相 αl相の規則度が加工に伴って低下すること

が見出され， γ 相への応力誘起相転移が規則度の低下に伴う， B 2 構造の不安定化に起因することを示した。

論文審査の結果の要旨

Fe-Rh 系 2 元合金は単純な鉄基 2 元合金であり興味深い磁気的性質を示すにもかかわらず，その温度組成平衡状

態図は一部しか調べられていなく，全組成範囲にわたってどのような相が存在しどのような物性を示すのか，いまだ

あまり明確ではない。

本論文は Fe-Rh 合金等比組成近傍のB2 型 (αl 相)合金に常温近傍で生じる磁気相転移と加工によって生じる

応力誘起構造相転移について，電気抵抗測定， x 線回折 (XRD)，薄膜を用いた透過電子顕微鏡 (TEM) 観察の三
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つの手段を用いて実験的研究を行ったものである。この合金に生じる反強磁性一強磁性磁気相転移は，合金の熱処理

によってその挙動を大きく変化させるが， この原因を明らかにするため， Fe-50.5at. %Rh 合金に様々に条件を変

えて熱処理を加え，磁気相転移の挙動の変化を電気抵抗測定を用いて観測し，同様の熱処理を加えた試料の内部組織

の変化を TEM で観察した。その結果，一旦高温(1370K) から急冷した試料により低い温度で(1000K 付近)熱処

理を加えると，試料の磁気相転移温度が上昇することを見出し， TEM 観察により同様の熱処理を加えた試料中の

α1相が α1相と Rh 高濃度の 7 相に相分離することを明らかにし熱処理による磁気相転移温度の上昇の原因がこの相

分離に伴う α1相の Rh 濃度の減少にあることを明らかにした。これらの結果と XRD の結果を合わせて，現在の Fe­

Rh 系の状態図に対する修正を提案した。同じ Fe-50.5at. %Rh 合金を高温から急冷した後，段階的に強度を変え

ながら冷間圧延を加えて生じる応力誘起相転移を観察した。 XRD から弱加工ではL 1 0 型構造の，強加工では不規則

fcc 構造 (r 相)の応力誘起相の出現を見出した。 TEM 観察によってこれらの応力誘起相は母相である α1 相からそ

れぞれ独立に生成することを明らかにした。 XRD からは母相 α1相の規則度が加工に伴って低下することを見出し，

7 相への応力誘起相転移が母相の規則度の低下に起因することを示した。

以上の成果は、特にロジウムが貴金属であり電子顕微鏡観察用の薄膜試料の作製がその耐腐食性から困難であった

ものを，臭化水素酸水溶液を用い 373K にて電解研摩を行うことによって初めてその薄膜作製に成功し，磁気相転移

や応力誘起構造相転移に伴う合金内部微細組織の詳細を明らかにしたことにある D さらに本論文は Fe-Rh 2 元合金

の示す状態図や磁気的性質に関して新しい知見を与えるもので， この合金の示す磁気相転移を活用したセンサーの開

発など工学的応用も考えられ，材料物性学の進歩に貢献するところ大であり，博士(工学)論文として価値あるもの

と認める。
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